
森田  茂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もりた  しげる

真
壁
郡
下
館
町
本
城
町
（
現
・
筑
西

市
本
城
町
）
に
生
ま
れ
る
。

「
私
の
原
点
は
、
私
を
育
て
て
く
れ
た

下
館
に
あ
り
ま
す
。
羽
黒
神
社
の
お

祭
り
の
お
囃
子
の
音
色
、
下
館
の
ま

ち
な
み
、
筑
波
山
の
色
、
勤
行
川
の

川
面
の
輝
き
。
す
べ
て
が
私
が
絵
を

描
く
の
に
必
要
な
も
の
だ
っ
た
の
で

す
」

茨
城
県
師
範
学
校
本
科
第
２
部
（
現 

・
茨
城
大
学
）
を
卒
業
。
真
壁
郡
大

田
尋
常
高
等
小
学
校
（
現
・
筑
西
市

立
大
田
小
学
校
）
の
教
員
と
な
る
。

熱
心
に
子
ど
も
た
ち
に
デ
ッ
サ
ン
を

教
え
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
『
デ
ッ
サ

ン
先
生
』
と
慕
わ
れ
る
。

「
純
真
な
生
徒
諸
君
と
過
ご
し
た
３
年

間
。
幸
福
な
私
の
出
発
点
で
し
た
」

第
３
回
白
牙
会
展
に『
静
物
』が
入
選
。

大
田
尋
常
高
等
小
学
校
を
退
職
。
画

家
を
志
し
上
京
。

熊
岡
洋
画
研
究
所
に
入
所
。

飛
騨
高
山
に
写
生
旅
行
。

第
１
回
東
光
展
に
『
白
衣
』
が
入
選
。

第
２
回
東
光
展
に
『
稽
古
』
が
入
選
、

『
稽
古
』
が
Ｋ
氏
奨
励
賞
受
賞
。
第
15

回
帝
展
に
『
神
楽
獅
子
の
親
子
』
が

初
入
選
。

第
１
回
大
東
会
絵
画
展
に
『
飛
騨
祭
』

が
入
選
。

文
部
省
美
術
展
覧
会
鑑
査
展
に
『
飛

騨
広
瀬
の
金
蔵
獅
子
』
が
入
選
。

東
光
会
会
員
と
な
る
。
第
２
回
新
文

展
で
『
金
蔵
獅
子
』
が
特
選
。

第
２
回
日
展
に『
阿
波
人
形
』が
入
選
。

東
光
会
委
員
（
昭
和
55
年
初
代
理
事

明
治
40
年
（
１
９
０
７
）

大
正
14
年
（
１
９
２
５
）

大
正
15
年
（
１
９
２
６
）

昭
和
３
年
（
１
９
２
８
）

昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）

昭
和
７
年
（
１
９
３
２
）

昭
和
８
年
（
１
９
３
３
）

昭
和
９
年
（
１
９
３
４
）

昭
和
10
年
（
１
９
３
５
）

昭
和
11
年
（
１
９
３
６
）

昭
和
13
年
（
１
９
３
８
）

昭
和
21
年
（
１
９
４
６
）

昭
和
31
年
（
１
９
５
６
）

100 歳を迎える今も芸術への熱意は衰えることはなく、ふるさと筑西を
思い、キャンバスに向かい続ける筑西市名誉市民の洋画家・森田茂先生
（文化勲章受章者）。しもだて美術館拡大常設展『百歳記念 森田茂展』（３
月７日～４月２日）の開催にあわせて、森田先生の軌跡を紹介します。

▲『静物』大正 15年（1926）

▲『壺と少年』昭和 28年（1953）
　  第９回日展

２



昭
和
41
年
（
１
９
６
６
）

昭
和
45
年
（
１
９
７
０
）

昭
和
47
年
（
１
９
７
２
）

昭
和
51
年
（
１
９
７
６
）

昭
和
52
年
（
１
９
７
７
）

昭
和
56
年
（
１
９
８
１
）

昭
和
61
年
（
１
９
８
６
）

昭
和
63
年
（
１
９
８
８
）

平
成
元
年
（
１
９
８
９
）

平
成
３
年
（
１
９
９
１
）

平
成
４
年
（
１
９
９
２
）

平
成
５
年
（
１
９
９
３
）

平
成
９
年
（
１
９
９
７
）

平
成
15
年
（
２
０
０
３
）

現
在

長
）、
日
展
審
査
員
（
昭
和
37
年
評
議

員
、
46
年
理
事
、
50
年
監
事
、
52
年

常
務
理
事
、
57
年
顧
問
）

第
９
回
新
日
展
で
『
黒
川
能
』
が
文

部
大
臣
賞
受
賞
。

第
１
回
改
組
日
展
出
品
作
品
が
日
本

芸
術
院
賞
受
賞
。

『
森
田
茂
展
』（
下
館
市
中
央
公
民
館
）

開
催
。

日
本
芸
術
院
会
員
。

勲
三
等
瑞
宝
章
。

第
18
回
い
は
ら
き
賞
受
賞
。

『
森
田
茂
展　

そ
の
軌
跡
と
ふ
る
さ

と
』（
下
館
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

開
催
。「
自
分
の
絵
を
郷
里
に
残
し
た

い
」
と
、
下
館
市
に
油
彩
画
22
点
を

寄
贈
。

下
館
市
に
油
彩
画
11
点
、
デ
ッ
サ
ン

19
点
を
寄
贈
。

文
化
功
労
者
。

下
館
市
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
オ
ー
プ
ン

記
念
『
郷
土
巨
匠
展
』
を
開
催
。

下
館
市
名
誉
市
民
に
推
挙
。

文
化
勲
章
受
章
。
茨
城
県
名
誉
県
民

に
推
挙
。

『
卒
寿
記
念　

森
田
茂
展
』（
下
館
市

文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
）
開
催
。

『
豊
島
区
制
70
周
年
記
念
事
業　

名
誉

区
民
・
文
化
勲
章
受
章
洋
画
家
森
田

茂
展
』（
東
京
芸
術
劇
場
）
開
催
。『
下

館
市
制
50
周
年
・
し
も
だ
て
美
術
館

開
館
記
念
特
別
展　

森
田
茂
展
』（
し

も
だ
て
美
術
館
）
開
催
。

日
本
芸
術
院
会
員
・
日
展
顧
問
・
東

光
会
会
長

▲『装』昭和 36年（1961）
　  第４回新日展

▲『下館みこし祭』昭和 61年（1986）

▼

『
芸
妓
牡
丹
』
昭
和
45
年
（
１
９
７
０
）

　

  

第
２
回
改
組
日
展

▲

『
岩
礁
の
松
』
平
成
12
年
（
２
０
０
０
）

百歳記念  森田茂展３


